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納太刀を担いで 

バラの香りに包まれた八幡山の洋館 
 

日枝神社の境内で昼食休憩 
 

                     
 

１ 
曇
天
の
朝
で
し
た
が
途
中
晴
れ
間
も
見
え
、
ウ
ォ
ー

ク
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
と
う
ふ
坂
の
両
側
に
は
先

導
師
旅
館
の
玉
垣
や
記
念
碑
、
そ
し
て
建
物
の
軒
下

に
は
定
宿
に
し
て
い
る
講
中
や
個
人
名
を
彫
っ
た
板

ま
ね
き
が
並
び
、
布
ま
ね
き
が
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

「
先
導
師
旅
館
小
笠
原
」
さ
ん
で
は
18
代
目
の
御
当

主
が
先
導
師
の
正
装
束
で
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
先
導
師
」
の
「
先
」
は
修
験
者
の
先
達
、
導
は

【
写
真
：
渡
辺 

親
】 

ウォーク詳細 
はこちらの 
QR からスマホ
で確認！ 

と
う
ふ
坂
か
ら
大
山
門
前
町
を
歩
く 

10
月
7
日
（
火
） 

参
加
者
38
名

平
塚
か
ら
大
山
道
を
歩
く 10

月
29
日
（
水
） 

参
加
者
45
名

【
記 

: 

上
野
幸
男
】 

【
記
：
平 

節
子
】 

【
写
真
：
二
見
美
乃
絵
】 

宿
坊
が
立
ち
並
ぶ 

と
う
ふ
坂
を
歩
く 

日
枝
神
社
の
ご
厚
意
に
よ
り
社
務
所
で
ゆ
っ
く

り
と
過
ご
す
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
豊
田
本
郷
に
向
っ
て
新
大
繩
橋
、 

中
原
保
育
園
、
豊
田
の
田
園
沿
い
を
歩
き
清
雲
寺

に
入
り
ま
す
。
本
堂
を
開
け
て
い
た
だ
き
、
扁
額

「
清
雲
寺
」
を
拝
見
し
ま
し
た
。
本
堂
の
天
井
絵

も
少
し
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
住
職
に
お

礼
を
し
、
一
路
、
豊
田
本
郷
駅
へ
向
か
い
、
そ
こ

で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
大
山
道
を
辿
り
な
が
ら

の
道
中
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
歩
き
や
す
く
心

地
よ
い
ウ
ォ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。 

 

二
班
体
制
で
平
塚
駅
南
口
を
9
時
２０
分
に
出
発
し
、
ま
ず
は
北
口
の
柳

の
木
の
下
で
明
治
２０
年
に
平
塚
駅
が
開
業
し
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
八
幡
宮
の
参
道
に
入
り
、
八
幡
大
門
通
り
を
通
っ
て
平
塚
八
幡
宮

を
訪
れ
ま
し
た
。
隣
接
す
る
八
幡
山
の
洋
館
で
は
、
平
塚
の
歴
史
や
海
軍
火

薬
廠
の
役
割
に
つ
い
て
、
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
追
分
を
通
り
、
江

南
高
校
わ
き
の
細
道
（
大
山
道
）
を
進
み
、
相
州
中
原
の
碑
で
は
下
田
川
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
中
原
御
殿
に
向
か
う
前
に
立
ち
寄
っ
た
高

札
場
で
中
原
御
殿
の
大
き
さ
が
わ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
原
小
学
校
を
含

め
、
御
殿
の
一
部
で
し
た
。
大
松
寺
で
は
徳
本
上
人
の
花
押(

サ
イ
ン)

に
注

目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
谷
川
と
谷
川
橋
を
ま
わ
り
、
中
原
街
道
の
一
端
を
の

ぞ
き
見
し
た
後
、
日
枝
神
社
に
入
り
ま
し
た
。
本
殿
や
庚
申
供
養
塔
（
道
標
）

を
見
学
し
、
集
合
写
真
を
撮
影
し
た
の
ち
、
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。
昼
食
は
、

仏
教
の
教
え
を
導
く
教
導
師
、「
師
」
は
御
師
の
師
で
３
つ
を
合
わ
せ
て
で
き

た
名
前
と
の
こ
と
で
す
。
「
実
は
昭
和
は
大
山
詣
り
が
盛
ん
だ
っ
た
ん
で
す

よ
」
と
の
お
話
に
は
一
同
び
っ
く
り
。
な
ぜ
な
の
か
？
そ
れ
は
昭
和
の
初
め

に
小
田
急
が
開
通
し
、
９
年
に
は
大
山
駅(

鉄
道
の
切
符
販
売
を
し
た
の
で
駅

と
い
う
名
称
が
つ
い
た)
ま
で
バ
ス
が
来
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
石
の
階
段

を
歩
い
て
上
る
よ
り
他
に
方
法
が
な
か
っ
た
お
詣
り
の
人
々
は
一
気
に
便
が

よ
く
な
り
ま
し
た
。「
子
ど
も
の
頃
は
講
中
の
方
々
を
大
山
駅
ま
で
お
迎
え
に

行
っ
た
の
で
す
」
と
の
お
話
に
賑
わ
う
大
山
の
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で

し
た
。
ま
た
、
先
導
師
の
宿
の
5
つ
の
決
ま
り
と
し
て 

 

①
建
物
が
道
路
に
面
し
て
い
る
。
②
玉
垣
が
あ
る
。 

③
手
水
場
が
あ
る
。
④
正
面
に
神
殿
が
あ
る
。 

⑤
玄
関
の
上
り
口
に
黒
の
板
戸
と
障
子
が
あ
る
。 

（
⑤
は
「
式
部
旅
館
」
に
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
） 

紙
面
で
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
が
沢
山
の
貴
重
な
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
大
山
公
民
館
で
昼
食
、
三
の
鳥
居

で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

次
回
の
ウ
ォ
ー
ク
に
も 

是
非
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

ウォーク詳細 
はこちらの 
QR からスマホ
で確認！ 



                              

                              

                              

 

                            

日
向
薬
師 

宝
城
坊 

特
別
展
覧
会 

 

10
月
31
日
か
ら
11
月
13
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
文
化
の
宝
庫
・
日
向
薬
師
公
開
展
示

に
観
ボ
ラ
か
ら
毎
日
役
員
が
２
人
参
加
し

て
案
内
役
を
勤
め
ま
し
た
。 

 

大
山
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

11
月
15
日(

土)

観
ボ
ラ
か
ら 

矢
野
、
二
見
（
泰
）
、
二
見
（
美
）
、
高
田
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。 

  
市
民
大
学
講
座
の
お
知
ら
せ 

  
12
月
6
日(

土)

午
後
一
時
三
十
よ
り 

市
民
大
学
受
講
生
を
三
之
宮
比
々
多
神
社

周
辺
を
観
ボ
ラ
役
員
平
さ
ん
と
山
田
さ
ん

の
案
内
で
講
座
を
実
施
し
ま
す
。 

博
物
館
も
見
学
の
予
定
。 

大
河
ド
ラ
マ
の
署
名
は 

31
万
６
２
３
９
筆
に
前
進 

  

こ
の
間
、
東
京
日
暮
里
の
道
灌
ま
つ
り

と
川
崎
商
店
街
連
合
会
顧
問
深
瀬
さ
ん

よ
り
大
量
の
署
名
が
届
い
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
他
、
観
ボ

ラ
、
市
民
大
学
か
ら
も
署
名
が
届
い
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
の
陳
情
は
市
と
の
協
定

書
が
締
結
し
て
以
後
折
衝
が
開
始
さ
れ

ま
す
。 

 

大
河
ド
ラ
マ
市
民
協
働
事
業
協
定
で 

市
と
折
衝 

  

10
月
16
日
と
11
月
7
日
に
大
河
ド

ラ
マ
推
進
実
行
委
員
会
は
、
今
年
の
市
民

協
働
事
業
と
し
て
の
協
定
書
の
内
容
、
実

施
す
る
具
体
的
な
活
動
な
ど
市
と
懇
談

し
て
い
ま
す
。 

◆
お
知
ら
せ
◆ 

12
月
号
の
ニ
ュ
ー
ス
は
12
月
22
日
に

発
行
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

編
集
部 

  

＊
一
般
観
光
ガ
イ
ド
講
座 

・
11
月
29
日
三
之
宮
神
社
、
古
墳 

現
地
講
座 

・
12
月
13
日
大
山
寺
・
阿
夫
利
神
社 

下
社 

現
地
講
座 

 ＊
英
語
ガ
イ
ド 

・
11
月
中 

大
山
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
実
習 

東
京
日
暮
里
・
道
灌
ま
つ
り
に
署
名
活
動
で
参
加 

歌 
小
倉
惠
子
さ
ん
、
甲
冑
隊
5
人
の
道
灌
披
露 

 

観ボラ・ガイド養成講座 

 

太田道灌を NHK大河

ドラマに 

太田資暁さんの挨拶 

小倉惠子さんの歌と甲冑隊 

道灌まつりで署名活動 

2 

11
月
1
日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら
東
京
都

荒
川
区
日
暮
里
で
道
灌
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
好
天
、
参
加
者
22

人
が
朝
七
時
バ
ス
で
伊
勢
原
を
発
車
、
順
調

に
車
は
走
り
、
無
事
到
着
。
十
時
に
道
灌
ま

つ
り
は
開
会
、
会
場
は
今
ま
で
と
違
っ
た
店

並
び
と
装
飾
の
風
景
で
盛
会
の
感
。 

開
会
の
挨
拶
は
新
区
長
滝
口
学
さ
ん
、
越

生
新
井
町
長
さ
ん
、
太
田
資
暁
さ
ん
も
挨
拶

し
、
私
た
ち
と
も
挨
拶
交
流
し
ま
し
た
。 

午
後
の
2
回
目
の
挨
拶
で
は
、
滝
口
区
長

は
「
大
河
の
交
流
を
」
と
、
こ
れ
を
聞
い
た

テ
ン
ト
の
観
ボ
ラ
役
員
は
「
拍
手
」
。 

前
田
秀
資
市
議
会
議
員
は
萩
原
鉄
也
市

長
の
名
代
と
し
て
各
界
の
代
表
に
挨
拶
し 

交
誼
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

署
名
は
区
の
用
意
し
て
く
れ
た
テ
ン
ト

の
中
で
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
164
筆
を
集
約
で

き
ま
し
た
。
道
灌
紀
行
の
著
者
尾
崎
孝
さ

ん
も
参
加
さ
れ
て
テ
ン
ト
で
懇
談
。 

午
後
、
甲
冑
隊
は
、
小
倉
恵
子
さ
ん
の
歌

の
あ
と
5
人
の
道
灌
を
演
じ
て
拍
手
喝

采
。
ど
こ
で
も
人
気
と
拍
手
の
甲
冑
隊
、
参

加
者
は
17
人
の
勢
ぞ
ろ
い
。 

観
ボ
ラ
か
ら
は
、
前
田
、
三
上
、
鳥
海
、

及
川
、
渡
部
の
5
人
が
参
加
し
て
署
名
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
荒
川
区
長
の
「
大
河
ド

ラ
マ
で
自
治
体
の
交
流
を
」
の
挨
拶
に
感

激
し
て
、
午
後
2
時
に
は
帰
路
に
つ
き
全

員
無
事
に
お
努
め
を
は
た
し
ま
し
た
。 

 

サポセンフェスタに展示 

観ボラ・ガイド養成講座、大河ドラマも 

11 月 15日は午前 10 時から 3時までサポセ

ンフェスタ。（市役所そば）観ボラでは展示で参

加し、成功に一役貢献しました。 



              

都
で

 

 

 

日
暮
里
道
灌
ま
つ
り
の
交
流
と
感
動 

 観
ボ
ラ 

幹
事 

三
上
利
栄 

 

去
る
１１
月
１
日
東
京
荒
川
区
道
灌
ま
つ
り

に
大
河
の
署
名
活
動
で
参
加
し
た
。
私
た
ち
が

大
河
の
運
動
を
開
始
し
て
か
ら
設
定
さ
れ
た

こ
の
道
灌
ま
つ
り
。 

ま
ず
、
道
灌
関
連
の
自
治
体
の
店
・
テ
ン
ト

の
多
い
こ
と
。
こ
の
自
治
体
の
「
長
」
は
み
な

大
河
に
賛
同
署
名
い
る
と
こ
ろ
だ
。
荒
川
区
、

埼
玉
か
ら
は
、
さ
い
た
ま
市
、
川
越
市
、
越
生

町
な
ど
、
神
奈
川
か
ら
は
、
川
崎
市
、
伊
勢
原

市
な
ど
。
み
な
人
気
で
、
伊
勢
原
の
テ
ン
ト
は

人
だ
か
り
。
酒
の
道
灌
も
出
店
し
ご
挨
拶
。 

一
番
私
が
感
動
し
た
の
は
、
荒
川
区
長
滝
口

学
新
区
長
の
挨
拶
だ
っ
た
。
区
長
は
午
前
と
午

後
２
回
挨
拶
に
た
っ
た
。
２
回
目
は
明
確
に

「
大
河
ド
ラ
マ
を
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か

け
「
自
治
体
の
交
流
を
」
と
挨
拶
し
て
い
た
。

越
生
の
町
長
も
挨
拶
、
太
田
道
灌
子
孫
の
太
田

資
暁
さ
ん
も
挨
拶
。
こ
う
し
て
大
河
ド
ラ
マ
へ

の
意
気
投
合
し
た
道
灌
ま
つ
り
と
な
っ
た
。
私

は
運
動
推
進
者
と
し
て
こ
の
自
治
体
の
一
体

感
に
永
年
の
宿
願
に
感
激
。
前
田
秀
資
伊
勢
原

市
議
会
議
員
は
、
萩
原
市
長
の
代
理
と
し
て
名

刺
を
も
っ
て
こ
の
人
た
ち
に
挨
拶
し
、
大
河
ド

ラ
マ
運
動
の
友
誼
と
交
流
を
深
め
て
も
ら
っ

た
。 交

流
と
言
え
ば
、
伊
勢
原
手
作
り
甲
冑
隊
の

「
五
人
の
道
灌
」
と
歌
手
小
倉
恵
子
さ
ん
の

「
あ
あ
道
灌
」
の
歌
の
披
露
に
は
拍
手
喝
采
だ

っ
た
。
私
は
、
第
１
回
か
ら
毎
年
署
名
活
動
で

参
加
し
て
い
る
が
、
荒
川
区
は
テ
ン
ト
を
用
意

し
て
く
れ
て
有
難
い
。
今
年
も
例
年
と
同
じ
く

ら
い
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
感

謝
で
あ
る
。 

大
河
ド
ラ
マ
推
進
の
市
と
の
市
民
協
働
事

業
協
定
書
調
印
は
近
く
行
わ
れ
る
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
機
に
荒
川
区
、
越
生
町
、

伊
勢
原
市
が
交
流
で
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

１２

年
の
歴
史
の
到
達
点
に
感
無
量
、
意
欲

満
々
、
展
望
は
大
き
く
広
が
っ
て
き
た
。 

  

３ 

伊
勢
原
川
柳
会
（
ひ
ね
朗
会
）
１１

月
期 

い
せ
は
ら
市
民
大
学
サ
ー
ク
ル 

 

「
乗
り
も
の
」 

 

む
か
し
駕
籠
今
の
移
動
は
新
幹
線 

自
転
車
に
乗
る
も
危
な
い
歳
に
な
り 

雪
に
乗
る
天
女
思
う
歳
に
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

武
玄 

新
幹
線
飛
ん
で
い
く
よ
う
な
地
名
地
図 

リ
ヤ
カ
ー
に
電
球
積
ん
で
ア
ル
バ
イ
ト 

自
転
車
に
初
乗
り
嬉
し
一
年
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栄
泉 

バ
ス
で
行
く
雪
の
立
山
み
く
り
が
池 

の
ど
自
慢
酔
っ
ぱ
ら
い
の
バ
ス
旅
行 

バ
ス
代
は
値
上
げ
し
な
い
で
神
だ
の
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

康
雄 

宇
宙
へ
の
使
う
費
用
で
熊
対
策 

百
円
で
毎
回
乗
れ
る
カ
ナ
手
形 

苦
手
で
す
首
都
高
合
流
難
し
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
の
み
ま
す 

   

首
揃
え
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

 
 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
 

栄
泉 

若
者
は
デ
ー
ト
の
つ
い
で
に
墓
参
り 

 

き
な
臭
い
こ
の
頃
暗
い
記
事
多
し 

 

終
活
し
い
つ
ま
で
元
気
シ
ニ
ア
族 

 
 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
 

と
ー
ふ
ー 

 

俳 

句 
 

佐
藤
和
夫 

野
仏
に
供
え
る
如
く
彼
岸
花 

乳
母
車
止
ま
れ
ば
留
る
赤
と
ん
ぼ 

表
札
の
虚
し
き
空
き
家
柿
熱
る
る 

 
 「

自
由
句
」 

 
 

 

は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
部
隊
と
舞
台
間
違
え
て 

ト
ラ
ン
プ
に
肩
を
抱
か
れ
て
有
頂
天 

物
価
抑
え
軍
拡
や
る
と
は
手
品
師
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

栄
泉 

国
会
は
野
次
を
攻
撃
議
論
せ
ず 

孟
夏
過
ぎ
秋
に
な
っ
た
ら
炬
燵
で
す 

高
市
さ
ん
自
維
内
閣
何
日
維
持 と

の
み
ま
す 

あ
つ
い
お
茶
ぬ
る
い
手
の
中
両
手
持
ち 

一
ぱ
い
の
コ
ー
ヒ
ー
う
ま
い
方
手
持
ち 

く
ま
さ
ん
へ
国
有
林
に
く
る
み
の
木 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

康
雄 

自
衛
隊
戦
う
相
手
は
野
生
熊 

同
窓
会
補
聴
器
頼
り
会
話
す
る 

月
日
た
ち
娘
よ
り
若
い
妻
遺
影 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

武
玄 

 

 
 

大
山
詣
り
の
目
的
地
は 

？ 
 観

ボ
ラ 

副
会
長 

前
田
秀
資 

 

 

今
月
（
１１
月
）
３
日
、
伊
勢
原
市
地
域
文

化
財
保
存
活
用
協
議
会
か
ら
「
伊
勢
原
の
国
登

録
建
造
物
」
と
い
う
冊
子
が
発
刊
さ
れ
ま
し

た
。 Ａ

４
判
で
全
１３
頁
。
カ
ン
ボ
ラ
関
係
者
に

お
な
じ
み
の
「
山
口
家
住
宅 

母
屋
・
離
れ
」
、

「
小
澤
家
住
宅 

母
屋
・
表
門
・
庭
塀
」
、「
高

部
屋
神
社 

本
殿
・
拝
殿
及
び
幣
殿
」
、「
大
山

寺
本
堂
」
計
四
つ
の
建
造
物
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。 

い
ず
れ
も
歴
史
的
価
値
が
高
い
建
物
で

す
。
こ
の
冊
子
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
は
全
国
で

１
４
４
９
８
件
、
県
内
で
３
４
８
件
、
市
内
で

は
11
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

こ
の
稿
で
紹
介
し
た
い
と
思
っ
た
の
が
、

冊
子
の
13
ペ
ー
ジ
目
の
内
容
で
す
。
大
山
寺

は
明
治
の
廃
仏
毀
釈
（
は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く
）

に
よ
っ
て
本
堂
は
破
却
さ
れ
、
現
在
の
地
に
場

所
を
変
え
て
再
建
さ
れ
、
本
堂
の
旧
地
に
は
大

山
阿
夫
利
神
社
下
社
が
造
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
大
山
寺
の
本
堂
は
明
治
９
年
（
１
８
７

６
）
に
着
工
。
同
18
年
に
落
慶
法
要
が
行
わ
れ

ま
し
た_

_
_
_
_

と
の
こ
と
で
す
。 

意
外
と
知
ら
れ
て
な
い
こ
と
で
す
が
、
江

戸
時
代
後
期
に
「
大
山
詣
り
」
の
目
的
地
と
し

て
江
戸
町
民
を
は
じ
め
、
多
く
の
参
詣
者
を
集

め
る
信
仰
と
観
光
の
地
は
、
大
山
寺
と
認
識
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

   

【 大 山 寺 】 



 2025 年 11 月～2026 年１月 スケジュール 

・
二
宮
の
菜
の
花
・
富
士
と
相
模
湾
を
一
望
！ 

菜
の
花
と
水
仙
。
一
足
早
い
春
の
陽
光
と
富
士 

山
と
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
相
模
湾
の
大
パ
ノ
ラ
マ
。 

 

展
望
台
へ
は
、
ゆ
っ
く
り
登
り
ま
す
。 

 

  

  
 

 
 

 
 

  

・
日
向
薬
師
初
粥
・
初
薬
師 

本
尊
御
開
帳 

8
日
は
お
薬
師
様
の
ご
縁
日
で
す
。
当
日
は
鉈
彫
り

ご
本
尊
、
薬
師
三
尊
の
御
開
帳
日
で
す
。
お
参
り
し

て
、
令
和
8
年
も
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

  

 

 

 

  

・
金
目
観
音
と
自
由
民
権
運
動
の
里
を
巡
る 

平
塚
西
北
部
に
文
化
財
の
宝
庫
、
金
目
観
音
が
あ

り
ま
す
。
自
由
民
権
運
動
の
発
祥
地
で
学
校
を
開

設
。
後
世
に
大
き
な
財
産
を
残
し
ま
し
た
。 

 

・
初
冬
の
荻
野
路
を
歩
く
・
荻
野
神
社
や
山
中
藩
跡 

厚
木
の
荻
野
3
村
の
鎮
守
様
だ
っ
た
荻
野
神
社

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
鳶
尾
遺
跡
、
山
中
藩
陣
屋
跡
を 

 

見
学
。
晩
秋
の
荻
野
路
を
荻
野
公
園
ま
で
散
策
。 

  

 

 

 

 

 ・
大
山 

紅
葉
狩
り
ウ
ォ
ー
ク 

阿
夫
利
神
社
下
社
、
大
山
寺
か
ら
の
紅
葉
を
楽
し

み
ま
す
。
徒
歩
、
ケ
ー
ブ
ル
利
用
等
3
コ
ー
ス
設

定
し
て
ま
す
。
体
力
に
合
わ
せ
て
選
べ
ま
す
。 

     

 
 

 
 

   

 

 

行 
 

 

事 

1
月
27
日
（
火
）≪
昼
食
休
憩
・
有
》 

 

集
合 

二
宮
駅
南
口
8
時
30
分 

解
散 

二
宮
駅
北
口
14
時
頃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1
月
8
日
（
木
）≪

昼
食
休
憩
・
無
》 

 

集
合 

伊
勢
原
駅
北
口
8
時
20
分 

解
散 

日
向
薬
師
境
内
12
時
30
分
頃 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

12
月
18
日
（
木
）≪

昼
食
休
憩
・
有
》 

集
合 

秦
野
駅
改
札
口
9
時 

 

解
散 

金
目
観
音
山
門
12
時
頃 

 
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

12
月
4
日
（
木
）≪

昼
食
休
憩
・
有
》 

集
合 

本
厚
木
駅
北
口
8
時
45
分 

 

解
散 

稲
荷
木
バ
ス
停
13
時
30
分
頃 

 
  11

月
28
日
（
金
）≪

昼
食
休
憩
・
無
》 

集
合 

伊
勢
原
駅
北
口
8
時
45
分 

解
散 

阿
夫
利
神
社
下
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

12
時
30
分
頃 

 
 

 
 

 

 

実
施
日
・
時
刻 

 

★★★ ★★ ★★ ★★ ★★★①のみ 難易度 

約 6.5ｋm 約 5ｋｍ 約 2ｋm 約.5ｋｍ 約 3ｋｍ 距離 

参加費はおひとり 500 円 参加費 

二
宮
駅
南
口
～
西
光
寺
～
川
勾
神
社
～
釜
野
隧
道

～
吾
妻
山
展
望
台
（
昼
食
休
憩
）
～
吾
妻
神
社
～

浅
間
神
社
～
二
宮
駅
北
口
（
解
散
）
＊
吾
妻
山
へ

は
釜
野
口
か
ら
、
展
望
台
ま
で
約
30
分
。
90

0

㍍ 
 

 

 
 

 

伊
勢
原
駅
北
口
＝
バ
ス
＝
日
向
薬
師
バ
ス
停
～

衣
裳
場
～
仁
王
門
～
宝
城
坊
（
初
粥
）
～
宝
殿

（
本
尊
薬
師
像
御
開
帳
）
・
解
散 

＊
宝
殿
見
学

料
は
20

0

円
（
団
体
割
引
） 

 

 

秦
野
駅
南
口
＝
バ
ス
＝
北
金
目
入
口
バ
ス
停
～
河

身
改
修
耕
地
整
理
竣
工
記
念
碑
～
宗
信
寺
～
郁
文

堂
開
業
の
地
～
寂
静
寺
（
紙
芝
居
）
～
光
明
寺
金

目
観
音
参
拝
後
（
解
散
） 

 

 

本
厚
木
駅
北
口
＝
バ
ス
＝
荻
野
神
社
入
口
バ
ス
停

～
荻
野
神
社
～
鳶
尾
遺
跡
～
子
合
地
蔵
尊
～
荻
野

山
中
藩
陣
屋
跡(

紙
芝
居)

～
荻
野
運
動
公
園(

昼

食)

～
う
と
う
坂
～
稲
荷
木
バ
ス
停(

解
散) 

 

伊
勢
原
駅
北
口
＝
バ
ス
＝
大
山
ケ
ー
ブ
ル
バ
ス
停

3
コ
ー
ス
①
こ
ま
参
道
～
（
徒
歩
・
大
山
寺
～
下

社
）
②
こ
ま
参
道
～
（
徒
歩
・
大
山
寺
～
ケ
ー
ブ
ル

～
下
社
）
③
こ
ま
参
道
～
（
大
山
ケ
ー
ブ
ル
駅
～
ケ

ー
ブ
ル
～
大
山
寺
～
ケ
ー
ブ
ル
～
下
社
）
下
社
解
散 

主
な
コ
ー
ス 

コースは変更になる場合があります。また、降雨率 40％以上は中止となります。 

★ 初心者向けコース  ★★ 一般向けコース   ★★★ 健脚コース 

★★★★ 長距離・健脚コース  ★★★★★ 同左（大山山頂クラス 杖必要） 

問い合わせ（080）7382－8217・観ボラ事務局 17 時～19 時  

・  熱中症、雨天の場合などの実施確認先：当日朝、観ボラホームページで確認できます。 

・                または上記電話へ（朝 6 時 30 分～7 時 30 分） 

 ４ 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

＊
事
務
局
の
問
合
わ
せ
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

新
し
い
番
号
は
下
記
に
記
載
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は 

行
事
を
中
止
と
し
ま
す
。 

 

＊
掲
載
行
事
は
予
約
な
し
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

 

参
加
当
日
、
集
合
場
所
に
て
受
付
け
ま
す
。
（
緑
の
帽
子
が
目
印
） 

行
程
中
の
交
通
費
は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。 

＊
持
ち
物
と
服
装 

 

持
ち
物
：
弁
当
（
昼
食
休
憩
の
記
載
が
あ
る
コ
ー
ス
）
、
雨
具
、 

 

飲
料
水
、
タ
オ
ル
等
。
マ
イ
ナ
保
険
証
等
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、 

＊
会
員
募
集
中
！ 

入
会
金
無
料
、 

年
会
費
の
ご
案
内 

①

11
月
～
12
月
入
会
・
7
０
０
円
（
令
和
7
年
分
） 

②

1
月
～
3
月
入
会 

令
和
7
年
分
な
し 

令
和
8
年
分
1

5
０
０
円 

 
 


